
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スロットル弁開度を目標値に電子制御するスロットル制御装置と、該スロットル弁の上
流に排気ターボ過給機と、を備えた過給機付エンジンにおいて、
　スロットル弁上流の過給圧をエンジン運転状態に基づいて推定する過給圧推定手段と、
　

エンジン制御手段と、
　前記スロットル弁上流の実際の過給圧を検出する過給圧検出手段と、
　前記過給圧推定手段により推定された過給圧と、前記過給圧検出手段により検出された
過給圧とを比較して、異常の有無を診断する診断手段と、
　

　を含んで構成したことを特徴とする過給機付エンジンの制御装置。
【請求項２】
　前記診断手段は、前記過給圧の推定値と検出値との偏差が、所定値若しくは所定割合よ
り大きいときを含む条件で異常ありとの診断を下すことを特徴とする請求項１に記載の過
給機付エンジンの制御装置。
【請求項３】
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スロットル弁上流の目標過給圧を設定し、該目標過給圧と前記過給圧推定手段により推
定された過給圧の推定値との相違に基づいて目標吸入空気量を補正することにより、前記
スロットル制御装置によるスロットル弁開度制御を介して、過給圧の過渡特性を補正制御
する

前記診断手段によって異常ありとの診断が下されたときは、前記エンジン制御手段にお
ける過給圧の推定値に基づく目標吸入空気量の補正を禁止するフェールセーフ手段と、



　前記フェールセーフ手段は、前記診断手段によって異常ありとの診断が下されたときは
、前記目標吸入空気量の補正を禁止すると共に、空燃比をリーンとする制御を禁止するこ
とを特徴とする 過給機付エンジンの制御装置。
【請求項４】
　前記フェールセーフ手段は、前記目標過給圧の補正の禁止を、目標過給圧を増大する方
向の補正のみ禁止することを特徴とする 過
給機付エンジンの制御装置。
【請求項５】
　前記診断手段は、前記過給圧検出手段が異常と診断されているときには、診断を禁止す
ることを特徴とする請求項１から のいずれか１つに記載の過給機付エンジンの制
御装置。
【請求項６】
　前記診断手段は、全開に近い高負荷時には、診断を禁止することを特徴とする請求項１
から のいずれか１つに記載の過給機付エンジンの制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、排気ターボ過給機とスロットル弁開度を電子制御するスロットル制御装置とを
備え、エンジン制御用にスロットル上流の過給圧（以下単に過給圧という）  を推定する
エンジンにおいて、異常の有無を診断する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、スロットル弁開度を電子制御するスロットル制御装置を備えたエンジンの吸入空気
量の制御装置として、例えば特開昭６２－１１０５３６号等に示されるようなものがある
。
【０００３】
このものでは、アクセル開度とエンジン回転速度等に基づいてエンジンの目標トルクを算
出し、該目標トルクとエンジン回転速度とに基づいて目標吸入空気量を得るべく目標スロ
ットル弁開度を算出してスロットル弁を制御している。
【０００４】
ところで、排気ターボ過給機を備えたエンジンで前記スロットル弁の電子制御を行う場合
、運転条件の変化に応じて過給圧を変化させる過渡時には、アクセル開度やエンジン回転
速度等の運転条件によって定まる平衡時の過給圧に所望の速度で達するようにスロットル
弁開度を制御することで、加速フィーリングの向上など運転性能を高めることが可能であ
る。
【０００５】
また、成層燃焼と均質燃焼とを運転条件に応じて切り換えて使用するようなエンジンでは
、各燃焼に対して同一のトルクを発生する過給圧が異なるため、燃焼切換時に応答性よく
過給圧を切り換え、また、成層燃焼時の過渡特性を均質燃焼時と同様の特性とするために
も、過渡時の吸入空気量を補正して過給圧過渡特性を補正するようにスロットル弁開度制
御を行うことが試みられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記のスロットル弁開度制御を実行するため、過渡時に変化する過給圧を推定し、アクセ
ル開度やエンジン回転速度等のエンジン運転状態に基づいて設定された目標過給圧と推定
された過給圧とを比較し、両者の偏差の大きさや割合に応じて目標吸入空気量を補正し、
該補正された目標吸入空気量が得られるようにスロットル弁開度を制御することにより、
所望の過給圧過渡特性（所望の速度で平衡過給圧に達するような特性）を得るように制御
することが試みられている。なお、別のエンジン制御のため、実際の過給圧を検出するセ
ンサを設けることが一般的であるが、例えば前記制御の場合に推定過給圧の代わりに実際
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請求項１または請求項２に記載の

請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の

請求項４

請求項５



の検出過給圧を用いて目標過給圧との偏差に基づいて制御を行っても、実過給圧により定
まる過給圧の過渡特性は、必ずしも所望の特性にはならず、推定値を用いることで所望の
過給圧過渡特性を得ることができる。
【０００７】
しかしながら、このように過給圧の推定値を用いてエンジン制御を行う場合、過給系の異
常や過給圧推定演算のＮＧなどを生じた場合には、該エンジン制御を正常に行うことがで
きず、エンジン性能を悪化させてしまう可能性がある。具体的には、特に加速時にアクセ
ル踏み込み量で予測されるより急激な加速（ＵＡ）を生じることが問題となる。
【０００８】
本発明は、このような従来の課題に着目してなされたもので、過給圧の推定値を用いてエ
ンジン制御を行うものにおいて、異常の有無を診断し、また、異常発生時に適切なフェイ
ルセーフ制御が行われるようにした過給機付エンジンの制御装置を提供することを目的と
する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　このため、請求項１に係る発明は、
　スロットル弁開度を目標値に電子制御するスロットル制御装置と、該スロットル弁の上
流に排気ターボ過給機と、を備えた過給機付エンジンにおいて、
　スロットル弁上流の過給圧をエンジン運転状態に基づいて推定する過給圧推定手段と、
　

エンジン制御手段と、
　前記スロットル弁上流の実際の過給圧を検出する過給圧検出手段と、
　前記過給圧推定手段により推定された過給圧と、前記過給圧検出手段により検出された
過給圧とを比較して、異常の有無を診断する診断手段と、
　

　を含んで構成したことを特徴とする。
【００１０】
請求項１に係る発明によると、
過給圧推定手段により推定された過給圧に基づいてエンジン制御を行いながら、過給圧検
出手段によってスロットル弁上流の実際の過給圧が検出され、前記推定された過給圧と検
出された過給圧とを比較して、過給機系の故障や過給圧の推定演算のＮＧなどの異常の有
無が診断される。
【００１１】
　したがって、異常発生時には、推定された過給圧に基づくエンジン制御に対処すること
ができる。
　

　

　また、請求項２に係る発明は、
　前記診断手段は、前記過給圧の推定値と検出値との偏差が、所定値若しくは所定割合よ
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図１に示すように、

スロットル弁上流の目標過給圧を設定し、該目標過給圧と前記過給圧推定手段により推
定された過給圧の推定値との相違に基づいて目標吸入空気量を補正することにより、前記
スロットル制御装置によるスロットル弁開度制御を介して、過給圧の過渡特性を補正制御
する

前記診断手段によって異常ありとの診断が下されたときは、前記エンジン制御手段にお
ける過給圧の推定値に基づく目標吸入空気量の補正を禁止するフェールセーフ手段と、

また、エンジン制御手段は、目標過給圧と過給圧の推定値との相違に基づいて、スロッ
トル弁開度制御を介して吸入空気量が補正されることにより、過給圧の遅れを適度に抑制
した所望の過給圧過渡特性を得るような制御を行え、以って、加減速時に要求に応じたト
ルク応答を得たり、また、均質燃焼と成層燃焼との切り換え時のトルク変化を抑制したり
することができる。

また、異常ありとの診断が下され、過給機系統の故障や過給圧推定演算のＮＧを生じた
りしている状態では、過給圧の推定値に信頼性が無く、該推定値に基づく吸入空気量の補
正を行うと、過給圧が急激に上昇して予測しない急激な加速を生じる可能性がある。そこ
で、このようなときには、フェールセーフ手段により、過給圧の推定値に基づく目標吸入
空気量の補正を禁止することにより、前記予測しない急激な加速の発生を防止する。



り大きいときを含む条件で異常ありとの診断を下すことを特徴とする。
【００１２】
請求項２に係る発明によると、
過給圧の推定値と検出値との偏差が、所定値若しくは所定割合より大きいときは、何らか
の異常により推定値が実際の過給圧から大きく外れている可能性が高いので異常ありとの
診断を下すことにより、高い診断精度を確保することができる。
【００１７】
　また、 に係る発明は、
　前記診断手段によって異常ありとの診断が下されたときは、前記目標吸入空気量の補正
を禁止すると共に、空燃比をリーンとする制御を禁止することを特徴とする。
【００１８】
　 に係る発明によると、
　また、異常ありとの診断が下されたときは、リーン燃焼を禁止して均質ストイキ燃焼な
どに切り換えることにより、燃焼の安定性を確保することができる。また、例えば、ドラ
イバに馴染みのある均質ストイキ燃焼時の加速フィーリング（アクセル開度に対する加速
特性）に近づけるようなこともできる。
【００１９】
　また、 に係る発明は、
　前記目標過給圧の補正の禁止を、目標過給圧を増大する方向の補正のみ禁止することを
特徴とする。
【００２０】
　 に係る発明によると、
　減速時などに過給圧の減少が遅く実際の過給圧が推定過給圧より大きくなりすぎる結果
として、異常ありとの診断が下されるようなこともありうるが、その場合に目標過給圧を
減少補正して、減速を速める方向の補正を行うことは、妥当な補正である。したがって、
目標過給圧を増大する方向の補正のみ禁止して、過給圧を減少させる方向の補正は許容す
ることにより、良好な減速性能を確保する。
【００２１】
　また、 に係る発明は、
　前記診断手段は、前記過給圧検出手段が異常と診断されているときには、診断を禁止す
ることを特徴とする。
【００２２】
　 に係る発明によると、
　過給圧検出手段が異常と診断されている場合は、過給圧の検出値との比較で行われる診
断の信頼性を確保できないため、該診断を禁止することにより、診断の信頼性を確保でき
る。
【００２３】
　また、 に係る発明は、
　前記診断手段は、全開に近い高負荷時には、診断を禁止することを特徴とする。
【００２４】
　 に係る発明によると、
　全開に近い高負荷状態で更にアクセルを踏み込んで加速操作を行ったような場合は、実
際の過給圧の検出値は十分大きい値を示し、推定過給圧との差が大きくなって異常有りと
の誤診断を下してしまう可能性があるので、このような場合は診断を禁止することにより
、診断の信頼性を確保できる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。
図２は、本発明の一実施形態のシステム構成を示す。
【００２６】
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請求項３

請求項４

請求項４
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請求項５
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アクセル開度センサ１は、ドライバによって踏み込まれたアクセルペダルの操作量（アク
セル開度 )を検出する。
クランク角センサ２は、単位クランク角毎のポジション信号及び気筒行程位相差毎の基準
信号を発生し、前記ポジション信号の単位時間当りの発生数を計測することにより、ある
いは前記基準信号発生周期を計測することにより、エンジン回転速度を検出できる。
【００２７】
エアフローメータ３は、エンジン４への (単位時間当りの )吸入空気量を検出する。
水温センサ５は、エンジンの冷却水温度を検出する。
【００２８】
空燃比センサ６は、排気中の酸素成分等からエンジンに供給される混合気の空燃比を検出
する。
エンジン４には、燃料噴射信号によって駆動し、燃料を直接燃焼室内に噴射供給する燃料
噴射弁７、燃焼室に装着されて点火を行う点火栓８が設けられる。該燃焼室内への直接噴
射方式により、成層燃焼によるリーン化が可能となり、空燃比（当量比 )を広範囲に可変
制御することができるが、水温や負荷条件その他に応じて均質燃焼に切り換えて運転され
る。
【００２９】
また、エンジン４の吸気通路９には、スロットル弁１０が介装され、該スロットル弁１０
の開度をＤＣモータ等により電子制御するスロットル制御装置１１が備えられている。ま
た、前記スロットル弁１０の開度を検出するスロットルセンサ２１が装着されている。更
に、エンジン４の排気通路１２にタービン部１３Ａを介在させ、吸気通路９にコンプレッ
サ部１３Ｂを介在させた可変容量型の排気ターボ過給機１３が搭載されている。該過給機
１３は、タービン部１３Ａのタービン入口面積を可変に絞る可動ベーンを備えており、該
可動ベーンの絞り量をアクチュエータによって制御することにより、過給圧を増減制御で
きるようになっている。
【００３０】
また、前記過給機１３下流 (スロットル弁１０より上流 )の過給圧を検出する過給圧検出手
段としての過給圧センサ１４が設けられる。
前記各種センサ類からの検出信号は、コントロールユニット１５へ入力され、該コントロ
ールユニット１５は、前記センサ類からの信号に基づいて検出される運転状態に応じて前
記スロットル制御装置１１を介してスロットル弁１０の開度を制御し、前記燃料噴射弁７
を駆動して燃料噴射量 (燃料供給量 )を制御し、点火時期を設定して該点火時期で前記点火
栓８を点火させる制御を行い、また、前記過給機１３の過給圧を制御する。
【００３１】
このような構成を有する過給機付エンジンのスロットル弁上流の圧力（過給圧）状態に応
じたスロットル弁の開度制御を、図３に示したブロック図を参照して説明する。
【００３２】
まず、目標吸入空気量を以下のように算出する。
前記アクセル開度センサ１により検出されたアクセル開度ＡＰＯに対応するスロットル弁
の開口面積ＡＡＰＯをマップからの検索等により算出する一方、アイドル回転速度制御（
ＩＳＣ )により算出した空気量 とスロットル弁全閉時の漏れ空気量ｍＱＬＥＡ
Ｋとを加算した値に空気量／スロットル開口面積換算係数ｍＬＰＭＴＱＡＡＸを乗じてＩ
ＳＣに対応するスロットル開口面積ＡＱＳＩＳＣを算出し、前記ＡＡＰＯとＡＱＳＩＳＣ
とを加算して目標スロットル開口面積ＴＴＡＡＰＯを算出する（次式参照 )。
【００３３】
　
　
　
前記目標スロットル開口面積ＴＴＡＡＰＯをエンジン回転速度ＮＥ，排気量（総シリンダ
容積 ) ｍＶＯＬで順次除算して体積効率指標値ＴＧＡＤＮＶを算出し、該ＴＧＡＤＮＶに
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基づいて目標基本体積流量比ＴＱＨ０ＳＴを算出する。
【００３４】
ＴＧＡＤＮＶ＝ＴＴＡＡＰＯ／ＮＥ／ｍＶＯＬ
ＴＧＡＤＮＶ→ＴＧＨ０ＳＴ
該目標基本体積流量比ＴＱＨ０ＳＴは、スロットル弁全開時の吸入空気量に対する吸入空
気量の比率として求められ、ＴＧＡＤＮＶが大きいときほど大きくなって１に近づく特性
を有している。
【００３５】
前記目標基本体積流量比ＴＱＨ０ＳＴにスロットル弁全開時の基準当量比（理論空燃比相
当値＝１ )相当の目標基本吸入空気量ＴＴＰＳＴを算出する。即ち、均質ストイキ燃焼（
理論空燃比での均質燃焼 )でのエンジン回転速度ＮＥと目標トルクとに応じた過給圧ＰＣ
ＨＳを発生している状態でのスロットル弁全開時のシリンダ吸入空気量を、過給無しの標
準大気圧Ｐａ（＝７６０［ｍｍＨｇ］ )状態でのスロットル弁全開時のシリンダ吸入空気
量ＴＰ１００に、前記ストイキ時の平衡過給圧ＰＣＨＳと大気圧Ｐａとの比（ＰＣＨＳ／
Ｐａ )を乗算することによって算出し、該算出したシリンダ吸入空気量を、前記目標基本
体積流量比ＴＱＨ０ＳＴに乗算することによって目標基本吸入空気量ＴＴＰＳＴを算出す
る（次式参照 )。
【００３６】
ＴＴＰＳＴ＝ＴＱＨ０ＳＴ×ＴＰ１００× ／Ｐａ
また、エンジン運転状態に基づいて目標当量比ＴＦＢＹＡ００を可変に制御するので、前
記基準当量比に対応した目標基本吸入空気量ＴＴＰＳＴを目標当量比ＴＦＢＹＡ００で除
算し、さらに、当量比によって変化する燃焼効率に基づいて設定された燃焼効率補正係数
ＩＴＡＦを乗じることにより、目標当量比相当の目標吸入空気量ＴＴＰを算出する（次式
参照 )。ここで、前記燃焼効率ＩＴＡＦは、当量比が小さいリーン燃焼時ほど燃焼効率が
高く、燃料量が少なくて済むので、これに伴い空気量も減少させるように小さい値（＜１
)となるように設定される。
【００３７】
ＴＴＰ＝ＴＴＰＳＴ／ＴＦＢＹＡ００×ＩＴＡＦ
このようにして設定された目標吸入空気量ＴＴＰに対し、アクセル開度を変化させた過渡
時の過給圧変化の遅れを抑制して、所望の過給圧過渡特性が得られるように補正するため
の過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０を以下のようにして算出する。
【００３８】
以下に、前記過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０算出の詳細を、図４に示したブロック図に基づい
て説明する。
まず、平衡過給圧ＰＣＨに、時系列の加重平均演算を行って所望の加減速立ち上がり性能
を得るための遅れ処理を施して目標過給圧ＰＣＴＲＧとする（次式参照 )　。
【００３９】
ＰＣＴＲＧ＝ＰＣＨ×τＰＣ１＋ＰＣＴＲＧ (old)×（１－τＰＣ１ )
ここで、平衡過給圧ＰＣＨは、同一運転状態に維持されたときに平衡する過給圧であり、
エンジン負荷に相当する前記目標基本体積流量比ＴＱＨ０ＳＴとエンジン回転速度ＮＥと
に基づいてマップからの検索等により求めるが、均質ストイキ燃焼時（ＰＣＨＳ )、成層
リーン燃焼時（ＰＣＨＬＨ )、均質リーン燃焼時（ＰＣＨＬＳ )とで別個に算出する。また
、重み係数τＰＣも目標基本体積流量比ＴＱＨ０ＳＴとに基づいてマップからの検索等に
より求める。そして、フラグＦＴＦＭＣＨの値に基づいてこれら燃焼状態に応じた各遅れ
処理値を選択する。
【００４０】
一方、前記目標過給圧ＰＣＴＲＧの変化に伴う実際の過給圧の変化を推定し、推定過給圧
ＰＣＥＳＴを演算する。該推定過給圧ＰＣＥＳＴも各燃焼毎の平衡過給圧ＰＣＨに、次式
のように遅れ処理を施して算出するが、目標過給圧ＰＣＴＲＧに比較して遅れを持たせる
ように重み係数τＰＣ２を前記τＰＣ１より十分小さい値に設定している。この機能が、
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本発明の過給圧推定手段を構成する。
【００４１】
ＰＣＥＳＴ＝ＰＣＨ×τＰＣ２＋ＰＣＥＳＴ (old)×（１－τＰＣ２ )
そして、前記目標過給圧ＰＣＴＲＧを前記推定過給圧ＰＣＥＳＴで除算することにより、
前記目標吸入空気量ＴＴＰ０の過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０を算出する。
【００４２】
次に、上記のようにして演算された推定過給圧ＰＣＥＳＴと、実際に検出された過給圧と
を比較して異常の有無を診断し、異常発生時には、フェイルセーフ処理を行う。
【００４３】
具体的な診断と、フェイルセーフ処理を、図５のブロック図を参照しつつ図６のフローチ
ャートに従って説明する。当該フローは所定の周期で実行される。
ステップ（図ではＳと記す。以下同様）１～ステップ４では、診断許可条件を判定する。
【００４４】
まず、ステップ１では、本エンジンが当該診断を必要とするエンジンであるか否かをフラ
グＦＥＴＤの値で判定し、フラグＦＥＴＤの値が１のときは、診断が不要と判断して診断
を行うことなく、ステップ１０へ進む。即ち、エンジンによっては、該診断を必要としな
い機種もあるが、プログラムを共通化してソフトウエアによるスイッチング判定を行うこ
とにより共通のＣＰＵを用いることができ、コスト低減を図れる。
【００４５】
ステップ１で、フラグＦＥＴＤの値が０と判定されたときは、ステップ２へ進み、異常診
断フラグＴＥＴＤＦＳの値を判定する。そして、フラグＴＥＴＤＦＳの値が１のときは、
すでに異常ありとの診断がなされているときであり、この場合は、再度の診断を行うこと
なく後述するフェールセーフ処理を継続して行うので、ステップ１０へ進む。これにより
、診断の演算負荷を軽減できる。
【００４６】
ステップ２で異常診断フラグＴＥＴＤＦＳの値が０と判定されたときは、ステップ３へ進
み、前記過給圧センサ１４の故障の有無をフラグＶＰＢＮＧの値に基づいて判定する。そ
して、フラグＶＰＢＮＧの値が１のときは、過給圧センサ１４が故障している場合であり
、この場合は、該過給圧センサ１４の検出値との比較で行われる当該診断の信頼性を確保
できないため、該診断を行うことなくステップ１０へ進む。なお、過給圧センサ１４の出
力値（電圧）が正常範囲にあるか否かで故障の有無が診断される。
【００４７】
ステップ３でフラグＶＰＢＮＧの値が０と判定されたときは、ステップ４へ進み、前記ス
ロットルセンサ２１により検出されるスロットル弁１０の開度ＴＴＰＯＰＳが、所定開度
以上で全開に近い高負荷状態であるか否かを判定する。そして該所定開度以上と判定され
たときは、診断を行うことなくステップ１０へ進む。即ち、全開に近い高負荷状態で更に
アクセルを踏み込んで加速操作を行ったような場合は、過給圧センサ１４で検出される実
際の過給圧は十分大きい値を示し、後述する遅れ処理演算で算出される推定過給圧との差
が大きいため、異常有りとの誤診断を下してしまう可能性があるので、このような場合は
診断を禁止する。
【００４８】
以上ステップ１～ステップ４の診断許可条件の判定を行うことにより、高い診断信頼性を
確保できる。
そして、前記ステップ４でスロットル弁１０の開度が、所定開度未満のときは、前記各診
断許可条件が全て満たされたので、ステップ５以降へ進んで診断を行う。
【００４９】
まず、ステップ５では、過給圧センサ１４からの検出信号Ｐｃをノイズ処理（加重平均等
のなまし処理）して実過給圧 を検出する。
ステップ６では、前記推定過給圧ＰＣＥＳＴに判定しきい値係数ＮＧＴＥＵＡ（＞１、例
えば１．２８）  を乗じて、判定しきい値ＤＰＢＮＧを算出する。
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【００５０】
ステップ７では、前記実過給圧 が前記判定しきい値ＤＰＢＮＧ以上であるか
否かを判定する。
ステップ７で、 ≧ＤＰＢＮＧと判定されたときは、ステップ８へ進んで、該
状態が所定時間ＴＭＴＥＮＧ（例えば１０ｍｓ）以上継続したか否かを判定する。
【００５１】
そして、所定時間ＴＭＴＥＮＧ以上継続したと判定された場合は、ステップ９へ進んで異
常あり（過給機系統の故障又は過給圧推定演算のＮＧ）との診断を下し、異常診断フラグ
ＴＥＴＤＦＳを１にセットする。これにより、異常の警告が発せられる。
【００５２】
また、上記以外の場合（ステップ７又はステップ８の判定がＮＯの場合）は、異常診断フ
ラグＴＥＴＤＦＳは前回値に保持される。即ち、一度異常ありとの診断を下した後は、少
なくとも現在の運転を終了するまでは該診断結果が保持される。以上示したステップ１～
ステップ９の診断機能が本発明の診断手段を構成する。
【００５３】
次いでステップ１０では、前記異常診断フラグＴＥＴＤＦＳを判別し、０にセットされて
いるとき、つまり異常無しとの診断が下されているときには、ステップ１１へ進んで、前
記目標過給圧ＰＣＴＲＧを推定過給圧ＰＣＥＳＴで除算して算出された過渡補正係数ＩＴ
ＡＰＤ０を、そのままＩＴＡＰＤとしてセットした後、このルーチンを終了する。即ち、
過給機系統や過給圧推定演算が正常である場合は、前記過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０を用い
て目標吸入空気量ＴＴＰ０を補正することにより、過給圧の遅れを適度に小さくして所望
の過給圧過渡特性が得られるようにする。
【００５４】
また、ステップ１０で前記異常診断フラグＴＥＴＤＦＳが１にセットされていると判別さ
れたとき、つまり異常ありとの診断が下されているときには、ステップ１２へ進んで、前
記過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０と、「１」とを比較し、両者のうち小さいほうを選択して、
ＩＴＡＰＤとしてセットする。
【００５５】
次いで、ステップ１３へ進んでリーン燃焼フラグＦＬＥＡＮＰの値を０にリセットするこ
とにより、リーン燃焼（均質リーン燃焼及び成層燃焼）  を禁止して均質ストイキ燃焼を
行わせるようにする。
【００５６】
即ち、過給機系統の故障や過給圧推定演算のＮＧを生じたりしている状態では、前記過渡
補正係数ＩＴＡＰＤ０の値に信頼性が無く、実際の過給圧に対して推定過給圧ＰＣＥＳＴ
を低い値で推定しているので、過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０は、実際に補正すべき値より過
大な値として算出されることになる。その結果、加速操作時に過大な値に算出された過渡
補正係数ＩＴＡＰＤ０を用いて吸入空気量を増大補正すると、過給圧が過度に上昇して予
測しない急激な加速を生じることとなる。そこで、過渡補正係数ＩＴＡＰＤを１以下の値
に制限することにより、過給圧が増大する方向の補正を禁止して、前記予測しない急激な
加速の発生を防止する。
【００５７】
また、減速時などに過給圧の減少が遅く実際の過給圧が推定過給圧ＰＣＥＳＴより大きく
なりすぎる結果として、異常ありとの診断が下されるようなこともありうるが、その場合
に１より小さい値に算出された過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０を用いて吸入空気量を減少補正
し、減速を速める方向の補正を行うことは、妥当な補正である。したがって、過給圧を減
少させる方向の補正は、これを許容するように「１」との比較で小さいほうが選択される
ようにする。
【００５８】
また、異常ありとの診断時には強制的に均質ストイキ燃焼に切り換えることにより、燃焼
の安定性を確保することができる。この他、一般的に、前記目標過給圧や吸入空気量補正
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を含めたリーン燃焼時の過給圧の過渡特性を、ドライバに馴染みのある均質ストイキ燃焼
時の加速フィーリング（アクセル開度に対する加速特性）に近づけるように、設定してい
る場合が多いので、前記吸入空気量補正を禁止した場合には、該過渡特性が得られなくな
るので、均質ストイキ燃焼に切り換えることにより、可及的に良好な加速フィーリングを
確保できるという効果もある。
【００５９】
以上示したステップ１０～ステップ１３の機能が本発明のフェールセーフ手段を構成する
。
図３に戻って上記過渡補正係数ＩＴＡＰＤを前記目標吸入空気量ＴＴＰに乗じて仮想目標
吸入空気量ＴＴＰＤを算出する。
【００６０】
ＴＴＰＤ＝ＴＴＰ×ＩＴＰＡＤ
この仮想目標吸入空気量 を目標値としてスロットル弁開度を制御する。
即ち、前記仮想目標吸入空気量 を、大気圧相当でのスロットル弁全開時のシリン
ダ吸入空気量ＴＰ１００に、 と標準大気圧Ｐａとの比 ／Ｐａを乗
じた値つまり該 でのスロットル弁全開時のシリンダ吸入空気量で除算す
ることにより、該 状態での体積流量比ＴＧＱＨ０を算出し、該体積流量
比ＴＧＱＨ０に基づいてマップからの検索等により、体積効率相当値ＴＤＡＤＮＶを算出
する。この値ＴＤＡＤＮＶにエンジン回転速度ＮＥ，排気量ｍＶＯＬを順次乗じて、目標
スロットル弁開口面積ＴＡＡＩＲを算出し、該目標スロットル弁開口面積ＴＡＡＩＲを目
標スロットル弁開度ＴＤＴＶＯに変換し、該目標スロットル弁開度ＴＤＴＶＯとなるよう
にスロットル弁の開度を制御する（次式参照 )。
【００６１】
ＴＧＱＨ０＝ＴＴＰＤ×ＴＰ１００×ＰＣＨ／Ｐａ
ＴＧＱＨ０→ＴＤＡＤＮＶ
ＴＡＡＩＲ＝ＴＤＡＤＮＶ×ＮＥ×ｍＶＯＬ
ＴＡＡＩＲ→ＴＤＴＶＯ
このようにすれば、過給機系統の故障や過給圧推定演算のＮＧがない正常時には、
前記目標過給圧ＰＣＴＲＧを推定過給圧ＰＣＥＳＴで除算した過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０
を用いて目標吸入空気量ＴＴＰ０を補正した仮想目標吸入空気量ＴＴＰが得られるように
スロットル弁開度が制御されることにより、過給圧の遅れを適度に抑制した所望の過給圧
過渡特性が得られる（図７参照）。したがって、加減速時に要求に応じたトルク応答が得
られ、また、均質燃焼と成層燃焼との切り換え時のトルク変化を抑制できる。このように
、推定過給圧ＰＣＥＳＴに基づいて得られる過渡補正係数ＩＴＡＰＤ０を用いて過給圧過
渡特性を補正制御する機能が、本発明のエンジン制御手段を構成する。
【００６２】
また、過給機系統の故障や過給圧推定演算のＮＧがあると診断されたときには、目標吸入
空気量ＴＴＰ０を増大する方向の補正が禁止されることにより、予測しない急激な加速の
発生を防止でき、良好な運転性を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の構成・機能を示すブロック図。
【図２】本発明の実施形態のシステム構成を示す図。
【図３】同上実施形態の機能構成を示すブロック図。
【図４】同上実施形態の過渡補正係数演算部分の機能構成を示すブロック図。
【図５】同上実施形態の過給圧異常診断及びフェールセーフ処理の機能構成を示すブロッ
ク図。
【図６】同上実施形態の過給圧異常診断及びフェールセーフ処理のフローチャート。
【図７】同上実施形態の過給圧系正常時の過給圧過渡特性を示す図。
【符号の説明】
１　　アクセル操作量センサ
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２　　クランク角センサ
４　　エンジン
７　　燃料噴射弁
９　　吸気通路
１０　　スロットル弁
１１　　スロットル弁制御装置
１２　　排気通路
１３　　可変容量ターボ過給機
１４　　過給圧センサ
１５　　コントロールユニット
２１　　スロットルセンサ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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